









































　9 月 5 日から 9 月12 日の６日間、国立国会図書館関西館で
実習をさせていただきました。実習生は私を含め 4 人でした。
　1 日目は、オリエンテーション後、図書館協力課交流係・協
力ネットワーク係・調査情報係の業務説明を受けました。レファ
レンス協同データベースのデータ登録・選択実習、カレントアウェ
アネスサービスの１つである CA-R 記事の作成をしました。
　2 日目は、収集整理課、障害者図書館協力課の業務説明を
受けました。逐次刊行物受理作業、和図書受理作業、代替テ
キスト作成作業もしました。
　3 日目は、電子図書館課の業務説明を受けました。実習は著
作権処理作業に関する内容で、著作物・著作者の特定、著作
者の没年調査を経験しました。
　4 日目は、文献提供課、アジア情報課の業務説明を受けまし
た。実際に体験したのは文書レファレンス実習で、資料の所在
確認をしました。
　5 日目は、文献提供課閲覧係・複写貸出係の業務説明を受け
ました。書庫内見学、遠隔複写申込の資料出納作業は、複写
申込書に記載されている箇所を特定し、しおりを挟む作業を行
いました。複写箇所特定作業は、複写箇所が著作権上問題は
ないか確認作業を行いました。学術文献録音 DAISY 資料の
音声・操作確認作業、カレントアウェアネスの記事原稿の校正・
校閲作業をしました。
　6 日目は、国際子ども図書館と、報告会を行いました。報告
会では、①実習を通して学んだこと、感想、②印象に残った業務、
実習、③国立国会図書館に向けた提案について発表しました。
　様々な実習をさせていただいた中、最も印象に残っているの
が、代替テキスト作成作業です。図や写真等を同等の情報の
言葉で説明したものが代替テキストです。作成を実際にさせて
いただき、予想以上に手間と時間がかかる作業だと感じました。
また言葉のみで伝えることが難しく、理解してもらえるようにシ
ンプルに、言葉をまとめるのですが、伝わりやすいかどうかは
別問題であることも、作成した代替テキストの発表をした際に
思いました。
　6 日間の実習で貴重な経験を積む事が出来ました。図書館
の仕事は、多岐にわたって情報を網羅し理解しておくべき事が、
必要になると実感しました。その為にもまず自分が積極的に学
び、応えられるように備える必要があり、向上し続けることので
きる仕事であると思いました。実習で得られた多くの知識や気
づきを、更に深め今後の学習に生かしていきたいと思います。
（上田　楓子　心理学科 4年次生）
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